
　
　、

静
止
気
象
衛
星
の
打
上
げ
に
つ
い
て

　
宇
宙
開
発
事
業
団
は
、
本
日
、
米
・
甲
航
空
雲
際
局
墨
N
鎧
A
．
謹
，
．
A
冒
に
依
頼
し
て
、
」
刀
ル
　
　
　
・
ト

　
　
　
　
　
ヨ
　
ぎ
に
　

一
三
二
号
機
（
二
九
一
四
型
）
に
よ
り
、
静
止
気
」
象
・
衛
星
一
旦
G
、
M
、
S
参
ま
わ
噴
Y
を
・
米
・
国
・
東
・
部
．
射
亀
揚
か
一

－
ら
山
型
ち
上
・
げ
ま
・
し
た
b
，

　
ひ
ま
わ
り
は
、
打
上
げ
後
正
常
に
飛
行
し
、
第
三
段
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
中
央
部
西
方
海
上

の
宇
宙
空
間
で
計
画
ど
お
り
打
上
げ
約
二
六
分
後
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
軌
道
に
投
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
軌
道
は
、
近
地
点
約
一
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
遠
地
点
約
三
六
、
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
長
楕
円
形
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
そ
の
実
測
値
が
判
明
す
る
の
は
、
明
日
正
午
過
ぎ
と
な
り
ま
す
。

　
ベ
フ
回
め
一
ひ
ま
わ
り
め
打
上
げ
な
緊
我
が
薗
も
加
盟
し
－
て
い
，
る
F
世
界
気
象
機
御
下
W
M
b
し
～
と
由
∵
際
学
術
－

連
合
亀
会
議
～
羽
茂
‘
¢
S
－
U
ウ
ー
が
共
向
で
行
う
地
球
－
大
気
開
発
計
画
（
G
憾
R
・
P
▽
め
推
進
を
図
工
、
，
℃
佛
せ
て

　
、
i
我
－
が
国
’
の
皇
気
象
業
γ
務
’
の
司
改
善
」
に
資
’
す
る
と
」
と
を
目
的
と
し
そ
お
、
グ
ま
す
。
本
」
衛
星
は
、
事
業
団
で
開
発
し

た
、
N
ロ
　
・
ト
　
　
　
げ
能
力
を
超
鬼
，
だ
　
き
さ
・
重
量
で
あ
る
た
め
、
打
上
げ
に
関
し
て
は
、
米
国
航

空
宇
宙
局
の
協
力
を
頂
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
軌
道
か
ら
静
止
衛
星
軌
道
へ
の
投
入

及
び
そ
の
後
の
衛
星
の
維
持
管
理
は
事
業
団
の
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
事
業
団
左
“
一
だ
一

し
ま
し
て
は
、
‘
今
後
一
貫
し
た
追
跡
管
制
の
責
任
体
制
を
維
持
し
、
最
適
な
状
態
で
気
象
庁
に
よ
る
運
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鳳

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

’
ひ
ま
わ
り
は
、
我
が
国
の
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
日
本
の
気
象
災
害
防
止
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
西

太
平
洋
、
ア
ジ
ア
地
域
の
．
天
気
予
報
の
精
度
向
上
に
も
威
力
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
打

上
げ
は
、
米
国
の
協
力
を
得
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
、
米
国
の
好
意
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
が
宇
宙
開
発
の
分
野
に
お
い
て
も
、
そ
の
国
際
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
欣
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
宇
宙
開
発
は
、
本
年
二
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
き
く
二
号
」
の
成
功
に
よ
り
、
実
用
衛
星

の
開
発
に
不
可
欠
な
静
止
衛
星
打
上
げ
及
び
追
跡
管
制
技
術
の
確
立
に
途
を
開
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
静

止
気
象
衛
星
の
打
上
げ
、
更
に
引
き
続
く
実
験
用
中
容
量
静
止
通
信
衛
星
（
C
S
）
及
び
実
験
用
中
型
放

送
衛
星
（
B
S
）
の
打
上
げ
に
よ
り
、
我
が
国
の
宇
宙
開
発
が
い
よ
い
よ
国
民
生
活
に
密
接
な
関
係
を
も

つ
分
野
に
直
接
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
団
は
、
こ
れ
ら
三
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
を
期
す
る
と
と
も
に
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
気

象
、
通
信
、
放
送
、
測
地
、
地
球
観
測
等
幅
広
い
宇
宙
の
実
利
用
に
向
っ
て
、
皆
様
の
御
要
望
に
お
応
え

し
う
る
よ
う
着
実
で
た
ゆ
ま
な
い
努
力
を
続
け
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の
絶
大
な
御
支
援
と
深
い
御
理
解
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
ら
ぬ
御
指
導
、
御
鞭
捷
を
お
願
い
い
た
．
し
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
七
月
†
＠
日

宇
宙
開
発
事
業
団

　
　
　
　
理
　
事
　
長

島

秀
　
雄

／

◎

◎



1・尋「

1　，　　　　・　　’
．∫il　　　．

～’ド
ll善；・

i喧し、・・∵・・

i…
｛．’1∵　　　・

il｛1，・’．・一

誌．・9
1；・；ジ㌧’．　’．

藩・．．　●
；、ll…，・・㌦’

D．
…1∴’i∵”　・、1・

…：逢；．ジ．匿

終’○’・，

…譜・。・

1こ・｝暫、’．

…1勤。∫
し：∵lii9

…零・：．　　，．

il：ill：○’．

1墨1●

鍵’魑

鷺ゆ
1，1’ 撃戟怐D

ll：：．レ・

；・：〕；

ゾ・l

l辱∬．ノ
；，三　　’◎●
ウロ @　　　リ

i；：1、・’．・

1∫、｛●’

i，～メ．・

｛1∴

糠，　．
ゾレ・’ザ，或；』やぐ

　ソ　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　1　’　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　・

．．．＼．∵ヤ：、∴1．・1』・・．．・lll・ジ・・∵ゴ・●，ぐ1・，．．二

’．．で’ �`’塁1’．文一・”．∫L・∴・∴∫・∫・1ン・

　　　　　　一、団♂碑成年’7月ン←日～ノ時””分。’で・慨1

　　　　　●　．．∫　一∴．宇宙開発事菜高砂止気象衛星打上げ隊・1国＼、．．，

じ源．二∴1ゴ．・畳二1 舵1♂言．
本’・文　．層・1・’”・・．㌦．’・．ゼ伽…．＼∫ヒ

四丁蝶蹴澱052鱒月μ日〕残ザ糎三層 P・，
（日本騨時：以下二二）に・雛憩醸を畑上曝した91・．ll．
　打上．げの実施はく宇憲囲発學菜団と米国航空字宙局（罫ASA＞．・’

との契約に懇づき、米国観空宇宙局の支後によρ・米国東都打よげ∵　　1、

細細～カや勿1㍗括旦勢塗師わ搾這

デルタ・ ﾜ卜・32号瓢鋤方位醜度マ旗げら臨1二1
れ、1第1験液体ロケット及び9本の固林補助ロケットの燃焼は正：？・二

常でﾂ灘珈ケツ！は・難後約ノ分37秒に・ま綿1∫．∵．
三体・ケット出射後約’3．分4二三に舷が御れ・こμに旨

引き紬て弟鍛鰭・ケッ門門四丁約3分謬秒の燃焼二：・∵

　そ，の後、弟2段再点火、第3段スビぞア字ブ及び弟2／3段分　”．

陛が行わ紅だ後、打上げ後淘6～3み3∫診の弟3段燃焼終回によ．．　　’

り、循星は、塾誇むね所足の．トラン茎ンァ軌道に殺入された竜（；）　．．・．．

と推定されます。・　　・．’・　・　　　』　　　’・　　　　　　・’∵．

　　　　　　　　　　　．　・●　　’　　●ド　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
鱈

　　　　　’幽「」

、．　　追跡管制所において同徳星を捕捉しπことによウ確認されましπ。’

　　・＿●との衛星が投入されπ軌道につい℃は し道要素計算の後、

碕．．齒n畑4時初冠嶽い回しまず・．，　’一曜　一

　　、㍉デ1．：1・∴・二∴ぞ三㌃．琶・・∫ンこll∬一．1’馬

’．…∴・ D∴，’；三1．∫！・1・∴：・．．’い…、’・＝ド・∫・，，・・　　’

．，

諱f一 b慨∴李・’，ゼ1㍍・ご．・．己∴・
　　　　　：　…　　：・・．’．　　　　∵；’　　　　　　　　　　　、
　　　∵：・．：，…　　　　　　　　’　　、，・．　　・　瓦



で

　　　　　　　　　　　　発・．。　表　’　文

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　。，

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和52年7月／5日ノ4時‘ク∂分
　　　　　　．／層　1’　㌃　　宇宙開発事業団静止気象衛星打上げ隊　　　ノ

　　　牢　・文㌦．　・’・・．’・　’・
　　　・・宇宙開発事業団は、昭和52年7月／4日、ノ9時、＞9分00秒・
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・
　　　〈日本標準時：以下同様）に米国東部打上げ射場（ETR）から

　　　静止気象衛星「ひまわり」を宇宙開発事業団と米国航空宇宙島

　　　　くNASAうと6契約に基づき、米国航空宇宙局の支援によリゲル

　　　タロケット132号機により発射膏血角95度で打ち上げました。

　　　　各段・勿トの藤島醗行は正常で・翻制御も欄に行わ

　　　れ、第3段固体ロケットの燃焼により「てくまわり」及び第3段が

　　　　トランスファ軌適に投入された後、癸謝後出24分50秒に「か一

　　　・馳ワ」と第3段6分麟行われだこと点出さ飽した？冒

　　　　沖縄埠跡管制所∴米国郡空宇宙局（NASA）オローラルバレー局●
　　　は洞日歯。脇頒から、，ま審鵯麺四丁）38鋤，

　　　　ら、1ひまわり」の循量を受信し』ζ亙』により「がまわり」がトラ
　　　　ミらに．・甑芝訴馳賢r、もユ。茸熱1券蔭ヵ恥

　　　　ンスファ軌道に投入されたζとが確認されましだ。

　　　　．各追騨匹田始時刻騨の1と細りで㌔＼

　　　　　　　f
7．・一甲一一一咽P一一ρ一噛 ?鼈鼈鼈鼈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　・　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　1
　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l！
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　、　　　　　　　　　｝1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．｝｛

　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

（増田這三管嗣所・、夕月1三日20時4／分（第0周ﾄ国航空、宇宙局）　』　・　．）

　　オロージルバレー局　　　7月／女日20時36分（第0周）．．　　　　　　；

グアム・ﾒ7月ノ一轍（第・周）．∴、’
’追跡脚は、追跡管制計醜づき、衛星を第3段物　一■

憾魚蝋臨終3L矛z回七二ワ頒か呪い3蜥喚雌3瞬・・1

ゆ墜塵嫡輔鰍酬二二・　　丁7…一噂一『τ　　　；

　　　　　嗣　期ノ。時間紹分　　　　　　　．■
’二糠油制細き億デポジモータ点火姿勢一φ精姿一

．綿弓を実副鍔時〃分噛しま尿。　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　1

　　今周回のデL耀結果から・醒の軌道・姿勢及び状態はい。l　l

離垂垂賀瓢欝瓢：鴇錨諭葱鷲讐1一・　・1

一制御も計画ど騨されたどと一さ婿．恥㌧一　‘｛



　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥　　　　　　　　　　　　　　”

　　’　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、
　　　‘

　　　’，、

一　τひ翻1の’ド・！フ瀧投入堵でρ今後の歩詰騨

　　　　　　冠りで∵．・湯1！．、、．己・冥

　　　　　　　　糊1馨鯵’禦嚇〔㌍111い

　　：●

　　　　　　／卵イ女時勿分頃発表いたします・　闘

、

’

●

、
、

1

’、．へ

！　幽

、・



1・・

ト・

i㌧．　　　　　　　　　　発’　表　　文

ll’　．本・文．：∫’．／・一　　
’

1．：◎叢叢鴛羅蕪響野諸欝滋二！こ’”

　　　・一職制作業は計画ど籾外て1忍歩に行われ17ポ遊モ・「タめ燃

　　　，ト’・．ギリフト回勅3・廠／日い　．．・ 　
ノ

　　　　．”　　「　・、スピン率　　・　ξ；≧　回転／分

　　｝　●のは　7月区日23時頃’と回る見込みです。

　　1∴ン朝舶’しu照分’．’第2次軌道制御

　　i’．i●．「てくさわり」め静止衛星軌道投入及び投入後の衛星の抹三等に

〆：



●、
、

「

冴
㌘

’

ご
i
，
一
i
ー
ー
1

■
ハb．

o

・　　　　　　　　　　■
@　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　・

「ま丞写LL三跡：唐絹’　諺果．報し

●

・’逑〟@　　／2・》ゴ．／タぐoo
尋

窃6i基｝万／4訂／9蒔3タ・分・ヨー縣蒔｝♪巫L
＝一泣香Eソ．38亭矯ドよ三国　芦　上1ナ・・す蝪ε白

上「ら丁ち」二、五≧z才器麹・／汐ヨ調．一
高　汐塑≧」セ≧迎敷亙．・調　“巳ブ二道搾

”翫高高いて廻あ♪磐爾・¢4回の麩
’竃ノ

梼Gが石わまレミ。
，　　　　　●　　　　　　　　．

9回の撃墜匙…遡／銅／6爵35励2妙諺
尋4ク竣5・錦上：聾躯の蘇∠診昆はほぱ

一径4ρ猛重壕と轟瑚等等彦獲蛋壷塑半髪さ3．。

治し’頂鰍態一（雌は正’＾帰　。
一

・二あ・＝の4仁寿：計上運び訴訟腺二神ド謝
づ嚇 G’チ航塗塗艶ρ　び’参’i卜’循K痔甚の書ま煮

’し　1，L一・

　　　　　　　　　　　　　●@　　　　　　●f
’

・　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　●

共通　　号A4　　　　　　　　　宇宙開発事業団

哩㌦∵ごア∵働⊆”



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i】
　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　一＿

　　　　　　　　　　　ヤ

　　　、一、　　宇r騨騨騨げ隊∫1」ヨ∵’∴．な…醒の打上購謄鰍賄た糊

［　藩孟謬贈鷺肯重爆霧㌻蓉碁糠・’・1・・㌧㌧．∫11・・∵＼∫　∫

レ　　　　　　　”・’ン∫．㌦1・’∫・1・・、∴⊥⊥．‘　∫


